
利用者アンケートでは、43％が「アプリがきっかけで当初予定していた観光ルートから変化があった」と回答
し、観光客の行動変容を促す一定の効果があったと考えられる。
「よこすか満喫きっぷ」デジタルチケット化など観光型MaaS「三浦COCOON」と連携した観光案内を展
開、「三浦COCOON」から「Smart Buddyの案内HP」へ350件超の流入があった。
事業者連携により、レンタルeバイク、電動キックボードの貸出拠点を整備、地域のレンタサイクルとも連携
し、サービスを展開した。利用者アンケートでは、86％が「本サービスの提供が、渋滞を回避した快適な
観光体験に役立つと思う」と回答した。

観光型MaaS「三浦COCOON」の実装による分散化・混雑回避事業

観光型MaaS「三浦COCOON」と「Smart Buddy」を連携させ、風光明媚なスポットや施設を巡る観光ルートを設計・発信することで、渋滞の解消など
社会課題の解決を図る。同時にモビリティ基盤も整備することで三浦半島の観光周遊化を実現する。

協議会の
構成員

京浜急行電鉄株式会社（幹事社）、株式会社アイシン、株式会社サンオー
タス、みうらレンタサイクル運営協議会、scheme verge株式会社、ジョルダン
株式会社、横須賀市、三浦市

地域課題 【課題①】特定エリアやルートへの集中による渋滞や密集
特定幹線道路への集中や駐車場不足で渋滞が慢性化しているうえ、各所で
旅客密集も発生しており，ルートや時期の分散,感染拡大配慮が必要
【課題②】観光情報不足による消費機会ロス
「よこすか満喫きっぷ」等で多くの観光客が訪れるが、飲食後の滞在コンテンツ
や交通手段がわからずそのまま帰宅してしまうため、機会損失が生じている。
【課題③】観光拠点を回遊するためのモビリティ整備の必要性
点在する自然環境や店舗施設などを回遊する２次交通拠点が不足

事業概要 期間 2021年12月16日～2022年3月31日

エリア 横須賀市，三浦市エリア
※三浦COCOONファミリーには、鎌倉市/逗子市/葉山

町も参加

MaaSシステム ①観光型MaaS「三浦COCOON」
②アイシン「Smart Buddy」

交通サービス 「COCOONモビリティパッケージ」
鉄道、バス、タクシー、カーシェア、レンタサイクル、電動キッ

ク
ボード、キャンピングカー、ヘリなど

交通以外の
サービス

「三浦COCOONファミリー」参加各団体(2022年3月時点124
団体）
※三浦Cocoon Familyに参加している自治体、観光協
会、アクティビティ事業者、サポート企業、京急グループ施設
等

検証内容 「Smart Buddy」による行動変容（混雑回避と周遊化）
観光型MaaSとのシステム連携による消費拡大
事業者連携で２次交通基盤を整備

取組イメージ

「よこすか満喫きっぷ」に続き、「みさきまぐろきっぷ」、「葉山女子旅きっぷ」の常設デジタルチケット化を実現
し、さらなる付加価値拡大を目指す。
観光型MaaS「三浦COCOON」の機能拡充を進め利用拡大を図る。
観光領域での実績拡大を活かし、都市型、沿線型といった生活領域へのMaaS基盤拡大
最終的には、MaaSレベル４(社会目標の統合)を実現し、データに基づくまちづくりとエリアマネジメントを
目指す。

今後の方向性

検証結果

①「観光ナビ」による行動変容
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ガイドポイントに
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事前登録により
混雑を回避し、
周遊化を促進
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②観光型MaaSとのシステム連携による消費拡大

③事業者連携で2次交通基盤を整備

交通渋滞が
発生しやすい
ルート

「Cocoonモビリティパッケージ」として、11事業者が共同で
電動キックボード，レンタサイクルなどモビリティ拠点を開発

システム基盤連携
により回遊性向上
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自動車だけでなく、
自転車や徒歩でも利
用できるナビ


